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北
足
立
北
部
退
職
校
長
会

会
員
だ
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
の
一
年

本
会
の
副
会
長
の
小
古
瀬
健
治
先
生
か
、

八
月
三
十
一
日
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。
突
然

の
訃
報
に
会
員
一
同
驚
く
と
共
に
、
深
い
悲

し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
大
変
誠
実
な
人
柄
で
気
配
り
の

で
き
る
方
で
し
た
。

会
の
運
営
、
事
業
の
進
捗
の
た
め
に
献
身

的
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
本
会
の
「
会
員
だ
よ
り
」
で
先
生

は
詩
人
の
吉
野
弘
の
『
祝
婚
歌
』
の

正
し
い
こ
と
を
言
う
と
き
に
は

少
し
ひ
か
え
め
に
す
る
ほ
う
が
い
い

正
し
い
こ
と
を
言
う
と
き
に
は

相
手
を
傷
つ
け
や
す
い
も
の
だ
と

気
付
い
て
い
る
ほ
う
が
い
い

を
心
に
残
る
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
正
し
い
こ
と
を
伝
え
る
と
き
に
は
相
手

の
立
場
や
気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
改
め
て
教
え
ら
れ
た
思
い
が
し
ま
す
。

私
ど
も
は
、
先
生
の
こ
の
思
い
を
今
後
の
会

の
運
営
発
展
の
た
め
に
生
か
し
て
い
き
た
い

会
　

長
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大
　

菅
　

建
　

男

と

思

い

ま
す

。

会

員

一
同

、

謹

ん

で

哀

悼

の

意

を
表

し

ま

す

。本

年

は
、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

ィ
ル

ス

に
翻

弄

さ

れ

た

一
年

で

し

た

。

鴻

巣

班
退

職

校

長

会

・

上

尾

班
退

職

校

長

会

・

北
足

立

北

部

退

職

校

長

会

・
埼

玉

県

退

職

校

長
会

の
総

会

は

す

べ
て

中

止

と

な
り

ま

し

た
。

今

ま
で

に

な

か

っ

た

こ

と
で

あ
り

、

大

変

残

念
で

し

た

。

コ

ロ
ナ

、

コ

ロ

ナ

で

い

ろ

い

ろ

な

と
こ

ろ

に

影

響

が
出

ま

し

た

。

学

校

の

方

は
三

か
月

に

渡

る
長

期

休

校

と

な

り

ま

し

た
。

高
校

野

球

の
方

は
春

の

選

抜

大

会

中

止
、

夏

の
甲

子

園

大
会

中

止

（
代

わ

り

に

甲

子

園
交

流
試

合

を

実

施

）
、

大

相

撲

の

方

も

春

場

所

（
大

阪

府

立

体

育

館

）

は

無

観

客

開

催

、

夏

場

所

（
両

国

国

技

館

）

は

中

止

、

名

古

屋

場

所

（
特
別

開
催

と

し

国

技

館
）

も

無
観

客

開

催

、

秋

場
所

（
国

技

館

）

は

人

数

制

限
で

開
催

。

私

た

ち

の
日

常

生

活

も

い

ろ

い

ろ

と
制

約

を

受

け
行

動

し

づ

ら

い
面

も

多

々

あ
り

ま
し

た

。

本
会
の
活
動
も
六
月
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
会
等
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
三
密

を
避
け
感
染
防
止
の
た
め
、
人
数
・
会
場
に

も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
マ
ス
ク
着
用
・

消
毒
実
施
は
当
り
前
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
の
事
業
を
推
進
す
る
「
三
委
員
会
」

の
一
つ
「
懇
親
旅
行
委
員
会
」
で
は
、
バ
ス

を
利
用
し
て
の
一
泊
旅
行
は
現
状
で
は
無
理

で
あ
る
と
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
平
賀
委
員

長
さ
ん
は
じ
め
委
員
の
皆
さ
ん
の
苦
渋
の
選

択
で
あ
り
ま
し
た
。

「
彩
の
国
教
育
の
日
」
協
賛
の
現
職
・
退

職
教
育
推
進
協
議
会
は
、
県
退
職
校
長
会
の

目
玉
事
業
の
一
つ
で
す
が
、
十
支
部
の
う
ち

で
は
実
施
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

本
支
部
で
は
、「
教
育
推
進
委
員
会
」
の

佐
藤
委
員
長
さ
ん
は
じ
め
委
員
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
も
と
、
参
加
者
数
を
例
年
の
半
分
に

絞
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
図
り
、
懇
親
会

な
し
の
研
究
発
表
・
協
議
の
み
と
し
、
十
月

三
十
日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
直
前
に
な
り
諸
般
の
事
情
に

よ
り
急
速
中
止
せ
ざ
る
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

誠
に
残
念
で
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ

ま
で
の
ご
苦
労
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
会
報
委
員
会
」
で
は
、
誌
面
を
ど
う
埋

め
る
か
と
い
う
課
題
の
中
で
青
木
委
員
長
さ

ん
を
は
じ
め
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と

立
派
に
発
行
で
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

が
収
束
で
き
な
い
状
況
の
中
で
す
が
、
「
あ

わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず
」
日
々

精
進
し
て
ま
い
り
ま
し
よ
う
。

健
康
寿
命
を
長
く
保
ち
ま
し
ょ
う

副
会
長
　
黒
　
瀬
　
任
　
通

今
年
令
和
二
年
は
、
私
た
ち
が
未
だ
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延
」
と
い
う
大
変
な
事

態
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
年
で
し
た
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
健
康
を
保
ち
、
元
気

で
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
の
大
変
さ
・
重
要

さ
・
有
難
さ
を
、
身
に
沁
み
て
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
や
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
8
1歳
、

女
性
8
7歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
平
均
寿
命
」

と
は
「
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
（
Ｏ
歳

児
）
が
何
年
生
き
ら
れ
る
か
を
表
し
た
数

値
」
で
、「
健
康
寿
命
」
と
は
「
健
康
上
の
問

題
で
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
活
で
き
る
期
間
」
す
な
わ
ち

『
自
立
し
て

健
康
で
生
き
ら
れ
る
期
間
』
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
の

こ
と
健
康
寿
命
を
長
く
保
ち
た
い
も
の
で
す
。

健
康
維
持
の
基
本
も
、
よ
く
食
べ
る
・
よ

く
寝
る
・
よ
く
体
を
動
か
す
で
す
が
、
人
と

出
会
い
・
会
話
し
て
、
頭
を
使
い
気
を
遣
い
、

気
分
転
換
を
図
る
こ
と
も
と
て
も
重
要
で
す
。

日
本
で
は
こ
れ
か
ら
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
病
原
菌
が
い
つ
も
周
り
に
あ
る
こ
と
を

意
識
し
な
が
ら
、
我
ら
退
職
校
長
会
に
お
い

て
も
、
安
全
対
策
を
十
分
に
し
た
新
し
い
活

動
様
式
を
創
り
出
し
て
、
元
気
に
楽
し
く
、

み
ん
な
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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ま　 し 班　 月　 認 度 令 な － ウ　 ◇
顧 理 監　　　　　　 幹 ○ ○ ○ す 本 た 六 本 中 令 さ 事 和 り 土 イ 令 北
問 事 事　　　　　　　 事 正 副 会　 ゜年　 ゜名 年 に 和 れ 業 元 ま － ル 和 足　　　　　　　

・ 会　　　 度 会　｀度 会 二 ま 計 年 し の ス ニ 立　　　　:1
ヒ

石 総 清 長 長 明 － 井 － 副 長 長　 の 員 合 新 員 年 し 画 度 だ 筥 感 年 北　　　 足
原 会 水 ゛ ゛ ・ 委 原 長 会　　　　 役 総 計 会 へ 度 だ ・ 事　 ゜二 染 度 部　　　　 ．･。　

資 保 村 小 青 員 清 一 長 黒 大　 員 数 八 員 配 総　 ゜予 業 ま 回 防 定 定　　　　 ．!£
完 料 義 尾 川 木 長 子 井 以 瀬 菅　 は 二 名 は 付 会　 算 報 だ 理 止 期 期　　　　:1 ヒ　

各 ゜ 章 久 慶 ‾ ‘ 関 下 任 建　　 ｀ 百 の　｀を 資　 が 告　｀事 の 総 総 井　
委 小 平 雄 一 平 ＿ 由 の 通 男　 昨 四 皆 鴻 完 料　　 ｀ ． 同 会 た 会 会　　　

部　

員 田　 ｀　 賀 庶 美 役 ・　　 年 十 様 巣 了 及　 総 決 理 に め は 中　　　 だ　
会 嶋　 こ ⌒ 健 務 夫 員 小　　　 度 一 が 班 し び　 会 算 事 諮 三　｀ 止　関　　　 ｀　
名 美　 啓 上 郎 － ・　 古　　 に 名 入 二 ま 名　 に 報 会 り 月 新　　　　 よ　
簿 和　 巣 尾 ・ 福 ＿　 瀬　　　 引 で 会 名 し 簿　 代 告 に　｀ 二 型　　 由　　 り　
に 子　 班 班 佐 田 会　 健　　　 き す さ　｀た は　 わ　｀ 於 中 十 コ　 美　
表　　　 幹 幹 藤 安 計　 治　　　 続　 ゜れ 上　 ゜ ｀　　り 新 い 止 ハ ロ　　 夫　
記　　　 事 事 豊 孝 ゛　　　　　 き　 ま 尾　 六　 承 年 て と 日 ナ

○　　　　　 ○　　　　　 ○　　　　　　　　　　 ○　　　　 ○ ○　　　　　 ○ ○
ゥ 六 埼 会 幸 幸 － 会 コ 野 住 ＿ 懇 な 感 た 染 催 現 哲 ＿ 教　 議 九 第 第　　　 議 六 第 第
ィ 月 玉 員　 子 長 報 口 和 衣 長 親 く 染　 ゜防 に 職 夫 長 育　 題 月 二 二　　　 題 月 一 一
ル 五 県 だ　　 ． ゛ 委 ナ 夫 ． 一 旅 中 の し 止 向 ・　． 一 推 二 一 五 回 回 三 二 一 十 回 回
ス 日 退 よ　 青 青 員 感 ・ 長 平 行 止 波 か 対 け 退 菅 佐 進　　　 日 理 正　　　　 三 理 正
感 熊 職 り　 木 木 会 染 堀 谷 賀 委 と が し 策 て 職 田 藤 委 各 各 ⌒ 事 副 委 予 本 日 事 副
染 谷 校 四　 一 慶　 防 守 川 健 員 し 収　ヽを　ヽ校 泉 ａ 員 委 退 占 会 会 員 算 年 一 会 会
防 市 長 十　 弥 一　 止 雄 有 郎 会 た ま 新 講 新 長 ・ ぶi会 員 職 上 ・ 長 会 執 度 占 ． 長
止 で 会 二　　 ・　・　　 の　 司 ．　　 ゜る 型 じ 型 教 斎　　　 会 校 尾 委 ・ の 行 事 上 委 ・
の 開 総 号　 坂 前　 た　　 ・ 山　　　 こ　コ　　` コ 育 藤 ，’　 四 長 公 員 幹 活 に 業 尾 員 幹
だ 催 会 の　 本 島　 め　 福 口　　　 と 口 準 口 推 一 回　 進 会 民 会 事 動 つ 計 公 会 事
め 予　 企　 孝 百　 中　 島 秀　　　 が ナ 備 ナ 進 彦 口　 控 か 館　 会 内 い 画 民　 会
中 定　 画　 子 合　 止　 美 之　　　 な ゥ を ゥ 協 ． 悦　 だ ら　　　　 容 て の 館
止 だ　　 し　　・ 子　 と　 智 助　　　 く ィ 進 ィ 議 田 子　 侭 の　　　　 と　 具
と っ　 編　 須 ．　　し　　 代 ．　　　 ヽル め ル 会 所 ・　　 回 報　　　　 分　 体
な た　 集　 藤 永　 た　　 ． 中　　　 や ス て ス の 章 町　 い 告　　　　 担　 化
号 が　 等　 一 江　　 ゜　 高 野　　　 む の き 感 開　 田　 て

⑦　　　　　　　　　　 ⑥　 ⑤　　 ④　 ③　 ②　 ① ○ よ を　 ナ　 ○
感 キ 同 を 究 関 尾 ． ＿ る し 会 の 班 ナ の 班 に ． 七 会 で 新 令 つ も 規 ウ 令 定
染 ン 好 い　｀孝 市 地 日 研 だ 員 退 内 感 懇 内 発 会 月 員 あ 会 和 て つ 約 イ 和 期
予 グ 会 だ 摘 夫 教 域 一 修 日 研 職 各 染 話 の 行 報 に だ る 員 二 三 て 第 ル ニ 総
防 会 は だ 田 氏 育 の 上 ’ 帰 修 校 小 拡 会 退 予 ゜ 発 よ　 ゜は 年 月 総 十 ス 年 会　　　

。
ヒ

の が　｀い 等 よ 委 歴　 を り は 長 中 大 を 職 定 第 行 り 午 六 度 七 会 条 感 度
だ 稼 彩 た の り ゜ 史 尾 実 研 三 会 学 防 七 校　 二 し ¬ 月 名 事 日 に ¬ 染 の　　　 尾
め 働 光　 ゜研 民 見 と 市 施 修 密 員 校 止 月 長　 十 た あ ＿　｀業 ＿ 代 緊 予 定　　　　 班
削 し 会　 ヵ･ ヽ瓦　 文 し の を 名 長 の に と　 八　 ゜お 日 会 の 土 え 急 防 期　　 小
減 て －　 九 堡 式ES 化 た 申 避 簿 に た 予 上　 号　 い 現 員 状 ‾ る ｏ の 総　　　 だ
し い 写　 丿口? 校 竺 セ ・ 止 け を ヽめ 定 尾　 を　 － 在 総 況 理 ＝ 場 観 会　　　　 よ
て る 真　 踏 只 整　　 ヽ 十　 ゜　` 配 通 申 し 市　 令　 第 色 計　 事 を 合 点 は　　

川

実 が ‾　 季　　 ９ の ノ ＿ 講 バ 布 学 止 だ 現　 和　 二　 は　　 会 適 は か　｀　　　　 り
施　｀と　 兄 獅 部 題 夕　 演 ス　 区　 が 職　 三　 十　 百　 に 用　｀ら 新　　 久
中 今 ウ　 た 子 次 目 １ 月 会 を　 域　　 ヽ校　 年　 七　 十　 て し 理 中 型
゜年 オ　 講 の 長 ゜に 八 に 利　 在　 二1長　 三　 号　 五　 決 だ 事 止 コ　 雄　

は １　　演 研　｀上 て 日 よ 用　　 住　　 口 と　　 月　　 を　　 名　　 定　 ゜会　゜口　　 Ｓ

の 日 は　 ○ 第 粛 定 だ 様 暴 の　 ② 同 イ に　 ① ○ 二 長 方 き 員 申 イ １　　０
意 に　｀班 お 一 要 で 時 々 風 埼 九 研 様 ル て 六 第 今 名 に 々 ま の 止 ル で 四 定
を ご 病 会 悔 に 請 し の な 雨 玉 月 修 に ス 開 月 一 年 で 届 に し 皆 と ス 開 月 期
捧 逝 気 長 や 考 の た 対 疑 体 県 八 会 申 感 催 十 回 度　｀け は た 様 し 感 催 十 総
げ 去 療 小 み ぇ 状　゜応 似 験 防 日　 止 染 予 日 役 の 会 て　｀ ≒ の ま 染 予 一 会
ま な 養 古 申 止 況 し ゃ 体 ｀災 －　 と 拡 定

⌒
員 事 員 い 御 本 ご し 拡 定 日　　　

鴻

す さ の 瀬 し む 下 か 日 験 消 学 火　 し 大 で 水 会 業 総 た 祝
年 理 た 大 で 一　　　

巣
○　れ 甲 健 上 無 で し 頃 を 火 習 ‾　 ま 防 し －　　　 数 だ い

度 解　 ゜防 し 土　ま 斐 治 げ く 会 ｀か
通 体 セ 班　 し 止 だ 北　　 は き 金 ゛ を 総 止 だ ‾　 村　

班　

し も 氏 ま 申 員 緊 ら し 験 ン 員　 た の が 本　　 一 ま を 五 頂 会 の が 北　　　 だ　
た な に す 止 の 急 の て　｀夕 の　　 ゜為　｀市　　　 二 し 自 名 き 資 為　｀本　
゜く　お　　 と 健 事 備　｀煙 Ｉ 研　　　 ｀新 文　　　 六 だ 宅 の ご 料 ヽ新 市　 尾　

よ　

こ 八 か　 し 康 態 ぇ 災 体 で 修　　 定 型 化　　 名　゜ま 喜 了 を ゃ 型 文　　　　 り　
こ 月 れ　 ま と 宣 を 害 験 地 会　　 期 コ セ　　 で 新 で 寿 承 配 む コ 化　　 章　
に 三 ま　 し 安 言 学 が な 震 を　　　 総 ロ ン　　　 す 会 正 会 い 付 を ロ セ　
哀 十 し　 た 全 ゜ ぶ 起 ど 体 吹　　 会 ナ タ　　　 ゜員 副 員 だ し 得 ナ ン　　 平　
悼 一 て　　 ゜を 自 予 き　｀験 上　　　 と ウ ｜　　　　 は 会 の だ 会 ず ウ タ
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